
羅
什
繹
法
華
経

の
考
察
(二)

(
戸

田
)

二
〇

八

羅
什
繹
法
華
経
の
考
察
(二)

-

方
便
品
第
百
三
偶
に
就

い
て
-

戸

田

宏

文

法
華
経
方
便
品
第
百
三
偶
の
羅
什
課
は
、
周
知
の
如
く
、
中
國
、
日

本
の
天
台
に
於
て
、
非
常
に
重
要
な
偶
文
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
偶
に
就

い
て
は
馬
未
だ
原
典
的
な
解
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
小
稿
で
は
、
こ
の

一
偶
を
諸
梵
本
と
そ
の
諸

課
と
を
封
照
し
て
考
察
す
る
。

(妙
)

是
法
佳
法
位

世
間
相
常
佳

於
二道
場
一知
已

導
師
方
便
説

(正
)

諸
法
定
意

志
懐
律
防

常
庭
二干
世
嚇

演
二斯
讃
頗
一

毎
同
讃
コ説

善
口樺
方
便
一

(
西
)
 
c
h
o
s
 
k
y
i
 
g
n
a
s
 
n
i
d
 
s
k
y
o
n
 
m
e
d
 
c
h
o
s
 
n
i
d
 
n
i
/
/
h
j
i
g
 

r
t
e
n

h
d
i
 n
a
 
r
t
a
g
 
t
u
 m

i
 g
y
o
/
/
s
a
 
y
i
 s
n
in
 
p
o
r
 
b
y
 a
n

c
h
u
b
 
s
a
n
s

r
g
y
a
s
 
t
e
/
/
t
h
a
b
s
 
l
a
 
m
k
h
a
s
 
p
a
 
s
i
n
 
t
u
 
s
t
o
n
 
p
a
r
h
g
y
u
r
/
/

(
1
)

先

ず
、
羅

什

繹

を

明

ち

か

に
す

る
爲

に
、
法

護
課

か

ら
考

察

し

よ

う
。

法

護

依
用

の
梵

本

は
、

一
般

に
(
N
)
本

の

系

統

と

み

ら

れ

て

い

る

の

で
、

(
N
)
本

を

以

て
法

護

課

を
検

討

し

よ

う
。

「
諸

法

定

意

」

は

(
N
)

本

の
 
d
h
a
r
m
a
s
th
i
tim
 
の

課

で

あ

ろ

う
。

こ

の

「
諸
法
(
d
h
a
r
m
a
)
」
の潤

で
あ

る

が
、

d
h
a
r
m
a
s
v
a
b
h
a
v
a
 を

「
経

典

自

然

之
誼

」

と
、
或

は
 d
h
a
r
m
a
s
v
a
b
h
a
v
a
m
u
d
r
a
m
 
を

「
繹

(2
)

法
自
然
之
敏
」
と
繹
し
て
い
る
か
ら
、
彼
は
法
を

「敏
法
」
の
意
味
に

解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に

「
定
意
」
で
あ
る
が
、
法
護

の
「
定

意
」
と
い
う
課
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
光
讃
般
若
経
三
昧
品
第
十
六
に
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「彼
何
謂
名
日
二首
樗
嚴
三
昧
↓其
定
意
者
、
皆
入
一二

切
諸
三
昧
行
↓

是
謂
二首
樗
嚴
三
昧
↓
彼
何
謂
二寳
印
三
昧
幻
時
以
二
斯
定
意
↓
印
二
一
切

三
昧
↓是
謂
二寳
印
三
昧
殉
彼
何
謂
二師
子
娯
樂
三
昧
殉
佳
二
此
定
意
一時
、

(3
)

皆

娯

二
…樂

一
切

定
意

↓
是

謂

二
師

子

娯
樂

三
昧

ご

(
大
正

8
-
19
0
c
)と

あ

る
。

こ

の
傍

線

の
部

分

に

相

當

す

る

梵

文

は
、

y
e
n
a
 s
a
m
a
d
h
in
a
…

…
/

y
a
t
r
a
 
s
a
m
a
d
h
a
u
 
s
t
h
i
t
v
a
 
s
a
r
v
a
s
a
m
a
d
h
i
b
h
i
r
 
v
i
k
r
i
d
a
t
i
/
…

(
e
d
.
 
b
y
 N
.
 D
u
tt
 p
.
 19
8
l
l
.
 
1
3
-
1
6
)と
な

っ
て

い

る

の

で
、
「
定

意

」
は

s
a
m
a
d
h
i
 を

課

し

た

こ
と

が

わ

か

る
。
從

っ
て
法

護

は
 d
h
a
r
m
a
s
th
iti

の
 
s
th
it
i
 を

三

昧
 
s
a
m
a
d
h
i
 に
關

す

る
語

と

み

て

い

る

よ

う

で
あ

る
。

(4
)

し

か

る

に
相
慮

部
経

典

34

三
味

相

慮
 
S
a
m
a
d
h
i-s
a
m
y
u
tt
a
 
に

説

か

れ

て

い
る
如

く
、

t
h
it
i
 (
=
s
th
it
i
)
 は

三

昧

の

一
つ

の
相

で

あ

る
。

コ

コ

ロ

意
が
三
昧
に
入

っ
て
、
安
定
、

安
佳
し
て
い
る
相
を
云
う
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
義
を
織
承
し
て
、
法
護
は

「
諸
の
敬
法
に
則

っ
て
意
を
三
昧

に
於
て
定
め
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
に

d
h
a
rm
a
sth
iti
 を
理
解
し
て

「諸
法
定
意
」
と
課
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
志
懐
律
防
」
は
、
(
N
)
本
の
 
d
h
a
rm
an
iy
a
m
a
ta
m
 
に
相
當
す

る
で
あ

ろ
う
。
法
護
の
こ
の
語
の
課
例
を
光
讃
般
若
経
に
於
て
調

べ
る

と
、
「
寂
然
法
」
「
諸
寂
然
法
」
「
寂
然
」
「其
法
寂
然
」
「諸

法
寂
然
」

(
5
)

「
其

寂

定
法

」

「
寂

滅

」

等

で

あ

る
。

法

護

は
、

n
iy
a
m
a
ta
 を

「
寂

然

」

「
寂
定

」

或

は

「
寂

滅

」

と
課

し

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る
。

こ

れ
よ

り

み

れ

ば
、

法

護

は
、

n
iy
a
m
a
t
a
 
の
語

源

は
 
t
o
 
r
e
s
tr
a
i
n
,

to
 b
e
c
om
e
 tr
a
n
q
u
il
 と

い
う

意

味

を

も

つ

動

詞

民
幾

y
a
m
 
に
あ

(
6
)

る
と
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
從

っ
て
こ
こ

で
は

「
(律
)
防
」
と
課

し
た
の
で
あ
る
。

又

「律
」
は
、
佛
に
依

っ
て
説
か
れ
た
敏
え

の
中
の
「
行
爲
の
規
範
」

を
説
い
た
敏
法

d
h
a
rm
a
 の
意
味
と
解

せ
ら

れ
、
前
句
の

「
諸
法
」

に
封
慮
さ
せ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

だ
か
ら

「
志
懐
律
防
」
は
、
「敢
法
と
し
て
説
か
れ
た
律
に
則

っ
て

(自
己
の
意
を
、
悪
業
煩
悩
か
ら
)
防
禦
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
と

解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
如
く
、
法
護
は
 d
h
a
rm
a
sth
iti
 も
 d
h
arm
a
n
iy
a
m
a
ta
 も
、

心
意
の
状
態
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
課
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。
そ
う
い
う
修
行
者
の
心
の
状
態
は
、
常
に
こ
の
世
に
あ
る
と
理

解
し
て

b
-p
a
d
a
 を

「
常
庭
干
世
」
と
課
し
て
い
る
。

「演
斯
讃
類
」
は
(
N
)本
或
は
他
本
か
ら
も
説
明
し
難

い
。
法
護
依

用
の
梵
本
の
異
り
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
毎
同
讃
説

善
口灌
方
便
」
は
(N
)
本
の

d
-p
ad
a
 の
課
で
あ
る
。

た
だ

「
讃
説
」
は
他
の
課
例
よ
り
み
て

「講
読
」
の
誤
り
で
は
な
か
ろ

う
か
。
(
7
)

さ
て
次
に
、
羅
什
課
で
あ
る
が
、
羅
什
が
依
用
し
た
梵
本
は
、
(
P
)

本

(
M
)
本
等
の
厩
す
る
中
央
ア
ジ
ア
本
と
同
じ
系
統
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
(
P
)
本
を
以
て
考
察

し
ょ
う
。

(
P
)本
の
 
a
-
p
a
d
a
 
は
二
語

と
も
女
性

・
軍
敷

・
主
格

で
あ
り
、

羅
什
課
法
華
経
の
考
察
口

(戸

田
)

二
〇
九
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羅
什
課
法
華
経
の
考
察
口

(
戸

田
)

二

一
〇

b
-p
a
d
a
 は

全

て
男

性

・
軍

敷

・
封
格

と
な

っ

て

い

る
。

こ

れ

よ
り

み

れ

ば
、

a
-p
a
d
a

と

b
-p
a
d
a

と

は

各

々
が

一
つ

の
纒

っ
た

内
容

を
表

現

し

て

い

る

と
云

え

よ

う
。

こ

の
(
P
)
本

を

以

て
羅

什

繹

を
解

す

れ

ば

「
是

法

佳

法

位

世

間

相
常

佳
」
の

一
行

は
、

一
句

と

し

て

で

は
な

く
、

二
句

と

し

て
了

解

せ

ら

る
」べ
き

で

あ

ろ

う
。

更

に
詳

細

に
検

討
す

れ

ば
、
(
P
)
本

の

d
h
a
r
m
a
s
th
it
ir
を

「
法

佳

」

と
、

d
h
a
r
m
a
n
iy
a
m
a
t
a

を

「
法

位

」

と
課

し

て

い
る
。

と

こ

ろ

で
、

こ
れ

ら

の
語

は
、

何

か
或

る

も

の

の
眞

實

性
、

絶

封

性

を

表
現

す

る
語

と

し

て
用

い
ら

れ

て

き

て

い
る
。

例

え
ば
、

阿

含

経

典

で

は
縁

起

性

が
、

又

如

來
藏

経

典

で

は

如

來

藏藏

が
、

こ
れ

ら

の
語

で
以

(8
)

て

そ

の
眞

實

性

が

読

か

れ

て

い
る
。

羅

什

も

こ

の
意

味

に

こ

れ
ら

の
語

を
解

し

て
、

こ

こ

で
は
、
前

の
百

二
偶

に

説

か

れ

て

い

る

「
一
乗

e
k
a
-

y
a
n
a
」

が

こ
れ

ら

の
語

で
、
そ

の
眞

實

絶

封

な

る

こ
と

が
語

ら

れ

て

い

る

と

み

て

い
る

よ

う

で

あ

る
。

從

っ
て

「
是

法

住
法

位

」
の

「
是

」
は
、

そ

の

「
一
乗

」
を

指

し

て

い
る
。

嘉

鮮

大
師

の
疏

に

も

「
初

牛

偶

正

叙

二

佛

性

↓
謂

一一法
佳

法

位

殉
法

佳

法

位
、
是

佛

性

異

名
、
亦

是

一
乗

別
構

也
」

(
大
正
3
4
-
506
a
)
と
繹

さ

れ

て

い

る

こ

と

か
ら

も

明

ら

か

で

あ

ろ

う
。

次

に
、

(
P
)
本

の

b
-p
a
d
a

部

ち
 
n
ity
a
s
th
it
a
m
 
lo
k
a
m

im
a
m

a
k
a
m
p
ik
a
m
 
は
、

「
世

間

相

常

佳

」

に
全

く

相

當

す

る
。

こ

の
羅

什

課

は
、

從

來

(
N
)
本

か

ら

は
殆

ど
全

く

解

明

出

來

な

か

っ
た

箇

所

で

あ

る

が
、

(
P
)
本

に
依

っ
て
、

羅

什

依

用

の
梵

本

に
も

(
P
)
本

の
如

く

な

っ

て

い
た

で
あ

ろ

う

こ
と

が

推

測

さ

れ

る
。

(
P
)
本

の

b
-p
a
d
a

を

課

せ
ば

「
こ
の
世
間
は
常
に
佳
し
、
不
動
で
あ
る

こ
と
を

(
道
場
に
於
て

畳
り
…
…
)
」
「と
な
ろ
う
。

し
か
れ
ば
、

こ
こ
に
云
う
世
間

lo
k
a
 と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
六
十

華
嚴
経
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偶
品
に

「
三
世
五
陰
法

説
名
爲
二世
間
一

(
9
)

斯
由
二
虚
妄

一有

無
則
出
世
間
」
(大
正
9
-465
b
)
と
あ
り
、
倶
含
論

巻
第

一
に
は

「
又
諸
有
爲
法

謂
色
等
五
羅
…
…
」
と
又

「有
漏
名
二

取
緬
一
亦
説
爲
二有
謬
一
及
苦
集
世
間

見
庭
三

有
等
こ

と
あ

る
。
三

世
の
有
爲
有
漏
虚
妄
の
諸
法
を
世
間
と
名
づ
け
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

か
く
の
如
く
、
世
間
は
有
爲
有
漏
の
諸
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
無
常
で
あ

っ
て
、
常
に
遷
流
す
る
も
の
で
あ

る
。
で
は
何
故
こ
の
偶

に
は

「
こ
の
世
間
は
、常
に
住
し
、
不
動
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
蓋
し
、
法
華

一
乗
の
豊
者
の
自
畳

に
於

て
は
、
「
世
間

相
常
佳
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
法
華
経
の
説

か
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
法
華
経
の
読
く

一
佛
乗

は
、
永
遠
の
眞
實
で
あ

一

る
こ
と
を
、
先
ず

「是
法
住
法
位
」
と
説
き
、

そ
の

一
佛
乗
の
内
容
と

し
て
、
こ
こ
に
「
世
間
相
常
佳
」
が
読
か
れ
た
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
(P
)
本
と
羅
什
課
と
の
偶
の
前
牛
を

比
較
検
討
し
た
の
で
あ

る
が
、
a-p
ad
a
も

b
-p
a
d
a
と
同
様
に
内
容
か
ら
云
え
ぱ
b
u
dd
h
y
itv
a

(
1
0
)

の
目
的
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
羅
什
繹
は

「是
れ

(
一
乗
)

は
法
佳

・
法
位
に
し
て
、
世
間
相
は
常
住
な
り

(
と
道
場
に
於
て
知
り

已
り
て
…
…
)」
と
訓
讃
さ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
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次

に

「
於

道

場

知

已

導

師

方

便

読

」

は
、

(
P
)
本

の
後

牛

に

全
く

一
致

す

る
。

た

だ

(
P
)
本

の

m
a
h
i-p
i
nd
i
 は

(
M
)
本

に
 
m
a
h
im

…

m
a
n
d
e
n
a
 (
m
a
n
d
e
 
ca
?
)
 と

あ

る

の

で
、

羅

什

依

用

の

梵

本

に

は

m
a
h
im
a
n
i
d
 と

で
も

な

つ
て

い
た

の
で

あ

ろ

う
。

m
a
h
i-m
a
n
da
 な

る
語

は
 
b
o
d
h
i
-m
a
n
d
a
 と

同

じ

意

味

で

し

ば

し

ば

用

い
ら

れ

て

い
る

(
1
1
)

か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
で
、
漢
課
二
課
と
、
(
N
)
(
P
)爾
本
と
の
比
較
考
察
を
了
り
、

(
P
)本

と
(
N
)
本
と
西
藏藏
課
と
を
次
に
比
較
検
討
し
よ
う
。

(
1
2
)

(
N
)
本

と

西

藏
課

と

は
殆

ど
同

じ

で
あ

る
。

又
、

(
N
)
本

は

(
P
)
本

等

の
中

亜

本

を
、

文

法

的

に

整

合

し

て
、

或

は

又
、

t
h
it
a
 v
a
 s
a

d
h
a
tu
 d
h
a
m
m
a
t
th
ita
t
a
 d
h
a
m
m
a
n
iy
a
m
a
ta
 id
a
p
p
a
c
c
a
y
a
ta

(
1
3
)

等
の
経
文
に
影
響
さ
れ
て
改
め
て
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
。
郎
ち
偶
の

前
牛
の
 
lo
k
a
m
 
を
於
格
に
し
、
他
の
語
を
女
性

・
軍
数

・
封
格
に
改

め
て
、
後
に
述
べ
る
が
、
b
u
d
d
h
a
 の
目
的
語
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、

本
來
は

a
-p
ad
a
と

b
-p
ad
a
と
は
二
句
と
し
て
讃
ま
れ
て

い
た
の
が
、

一
句
と
し
て
讃
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
從

っ
て

「
こ
れ

(
一
乗
)

は
、
法
住
法
位
に
し
て
ふ
(又
こ
の

一
乗
は
)

世
間
に
於
て
常
に
住
し
、
不
動
で
あ
る
こ
と
を

(
又
菩
提
を

箆
り
…
…
)
」
と
、
一
佛
乗
の
眞
實
性
、
絶
封
性
を
の
み
読
く
偶
と
攣
わ

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

(
1
4
)

(
N
)
本

の
 
b
u
d
d
h
a
s
c
a
 は
、
(
P
)
本

に
 b
u
d
d
h
y
it
v
a
 と

あ

る

に

よ

り

或

は

断
言

は

出
來

ぬ

が
西

藏
課
 
b
y
a
n
 
c
h
u
b
 
s
a
n
s
 
r
q
y
a
s
 
t
e

(
1
5
)

か
ら
推
し
て
、
b
u
d
d
h
a
 
c
a
 
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
第
百
三
偶
の
羅
什
課
は
、
中
國
・日
本
の
天
台
に
於

て
非
常
に
重
要
な
経
文
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

帥
ち
天
台
大
師
の
法
華

玄
義
巻
第

一
上
に

「
隔
歴
三
諦
鹿
法
也
。
圓
融
三
諦
妙
法
也
、
此
妙
諦

本
有
。
文
云
、
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
。
」

(大
正
3
3
-
6
8
2
a
)
と

説
か

れ
、
天
台
實
相
論
の
圓
融
三
諦
の
根
嫁
の
文
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
天

台
大
師
は
こ
の
文
を
如
何
に
了
解
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
文
句
巻

第
四
下
に

「
是
法
佳
法
位

一
行
、
頗
二理

一
一也
。
衆
生
正
畳

一
如
無
レ

ニ
悉
不
レ出
レ
如
。
皆
如
法
爲
レ
位
也
。
世
間
相
常
佳
者
、
出
世
正
畳
以
レ

如
爲
レ位
、
亦
以
レ
如
爲
レ
相
、
位
相
常
佳
。
世
間
衆
生
亦
以
レ
如
爲
レ位
、

亦
以
レ
如
爲
レ
相
、
山豆
不
二常
佳
幻
世
間
相
即
常
佳
、
量
非
二
理

一
ご

(大

(
1
6
)

正
34-58a
)
 と
繹
さ
れ
て

い
る
。
荊
漢
湛
然
の
文
句
記
に
依

っ
て
意
を

窺
え
ば
、
法
住
の
法
は
、
一
切
雑
染
の
諸
法
を
指

し
て
お
り
、
そ
の

一
切

法
が
そ
の
ま
ま
眞
如
實
相
の
法
位
に
あ

っ
て
、
從

っ
て
世
間
相
常
佳
と

い
わ
れ
る
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
台
大
師
は
、
こ
の

文
を

「
是
の
法
は
法
位
に
佳
し
、
世
間
相
は
常
佳
な
り
…
…
」
と
全
く

濁
特
な
讃
解
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
日
本
天
台
に
至
ウ
て
は
、
是
の
文
は
俗
諦
常
佳
の
依
文
と
さ

れ
、

又

門
心
の
立
場
と
、
本
門
心
の
立
場
で
解
繹
さ
れ
、
本
門
心
の

解
繹
が
正
意
と
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
鷲
林
拾
葉
砂
巻
六
方
便
品
第
二

(
1
7
)
 

ノ

ニ

ノ

ヲ

ム

ル

レ

ハ

レ
バ

ニ

之
下
に

「
二
句
文
本
 
文
貼
讃
事
有
レ之
也
。

門
心
是
法
佳
二
法
位
」

モ

ナ
リ
ト

ノ

ハ

モ

モ

ノ

モ

ナ
リ
ト

世
間
常
佳

讃
。
本
門
心
是
法
佳
法
位
世
間
相
常
佳

讃
也
。」
と
本

羅
什
課
法
華
経

の
考
察
口

(
戸

田
)

二

輌
一
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羅
什
繹
法
華
経

の
考
察

(
戸

田
)

一
二

二

ハ

ノ

迩
二
門
の
爾
様
の
讃
み
方
が
あ
る
と
云
い
、
績
け
て

「
法
住
者
森
羅
諸

ノ

ノ

ハ

ノ

ノ

ニ

ハ

法
能
佳
體
也
。
法
位
者
眞
如
實
理
所
佳
位
也
。
此
上
世
間
相
者
不
レ分
ニ

ヲ

ノ

能
佳
一
、所
佳
迷
悟
染
浄
依
正
身
土
本
來
常
佳
義
也
。
」
と
、
本
門
心
の
義

が
説
か
れ
て
、
天
台
實
相
論
が
、
本
箆
門
の
立
場
で
究
寛
に
ま
で
進
め

ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
方
便
品
第
百
三
偶
の
羅
什
課
に
依

っ
て
、
中
國
、
日

本
の
天
台
敏
學
は
、
大
き
な
發
展
を
、
逐
げ
る
の
で
あ
る
が
そ
の
本
源

は
、
羅
什
依
用
の
古
い
法
華
経
原
本
に
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
。

1

(
妙
)
は
羅

什

課

(
大

正

9
-9
b
)
、(
正
)
は
法

護

課

(
大

正

同
7
2
a
)
、(
N
)

は
 
N
e
p
a
l
 本

(
K
e
rn
 本

p
.53
)
、
(
M
)
は

N
.
 D
u
tt
 刊

行

本

の

脚

注

に

あ

る

N
.
 D
.
 
Mir
o
n
o
v
 調

査

の
中

亜

本
 
(p
.
 40
)
、
(
P
)

は
P

e
-

tr
o
v
sk
y
 蒐

集

の

囚
a
sh
gq
a
r
 本

(
「
西

域

文

化

研

究

第

四

」

圖

版

第

五

の

一
、
p
e
t
r
o
v
sk
y
 
M
s
.
 LV
II
I
b
.
 
l
l
.
 

4
-
6
)
、
(
西
)
は
西

藏

繹

(
北

京

影

印

版

3
0
.
 12
1
-
3
-
5
-
6
)
を
示

す
。

尚
、

(
P
)
本

に

つ

い

て

は
清

田

寂

雲

師

に
御

教

示

頂

い

た
。

こ

こ

に
深

く

感

謝

の
意

を

表

す
。

2

正

法

華

経
光

瑞

品
第

一
第

7
9
・
9
8
。偶

(
大

正

9
よ

7
a
、
6
7
c
)
。

3

大

品

(
大

正

8
1
2
5
1
b
)
、
大

般

若

第

二
會

(
同

7
-7
4
c
)
、
西

藏

繹

(
北

京

影

印

版

1
8
・
1
3
1
-
4
-
8
-
52
、
同

1
9
・
2
6
2
山

1
4
-
2
よ
)

4

シ

ャ

ム
版

に
依

る

(
v
o
l
.
 
1
7
,
 
p
.
 
3
27
 
f
f
.
)
 

C
f
.
 
P
T
S
.
 S
.
 II
 p
.
 
2
6
3
 
f
f
.

5
 

大

正

8
-16
8
 a
 (
S
k
t
.
 p.
 126
 l
.
 9)
、
同

1
6
9
b
 (
S
k
t
.
 p.
 13
2
 
l
.

8
)
、
同

17
8
a
 (
S
k
t
.
 p.
 16
1
 
l
l
.
 

2
-
3
)
 同

1
80
b
 (
S
k
t
.
 P
.
 16
8
 
l
.

1
6
)
、
同

18
5
b
 (S
k
t
.
 p.
 18
4
 l
.
 17
)
、
同

18
7
c
 (
S
k
t
.
 p
.
 19
2

l
.

6
)
、
同

-
18
8b
 (
S
k
t
.
 p.
 19
3
 
l
.
 
1

3
)
、
同

1
9
0
 a
 S
k
t
.
 p.
 19
8
 
l
.
 

7
)

6
 

ア

シ

ー

カ
王
碑

文

に

も
 

d
b
a
m
m
a
-n
iy
a
m
a
 な

る

語

が

あ

り
、

r
e
s
t
r
i
t
i
v
e
 
r
e
h
g
io
u
s
 r
u
l
e
s
,
 
m
o
r
a
l
 

r
e
s
t
r
ic
t
i
o
n
 
等

と

課

さ

れ

て

い

る
。

C
h
.
 A
.
 
C
.
 
W
o
o
l
n
e
r
;
 A

s
o
k
a
 T
e
x
t
 a
n
d
 G
l
o
s
s
a
r
y
 
P
t
.
I
I
.

7
 

方

便

品

第

5
5

・
6
1
・
7
2

・
9
8
・
1
0
1
偶

等

で

は
、

法

護

は
 
p
r
a
-

k
a
s

を

「
講

読

」

と

課

し

て

い

る
。

(
大

正
9
-

7
0
b
1
8
,
 
-
7
0
c
7
,
-7
1
a
9

-
7
1
c
2
1
,

1
7
1
c
2
8
)

8
 

S
N
.
 v
o
l
.
 
I
I
 p
.
 25
 (
雑

阿
巻

第

十

二
、

大

正

2
-8
4
b
)
、
雑

阿

含

巻

第

三

十
 
(
大

正

2
-2
17
c
、
C
f
.
 SN
.
 v
o
l
.
 
V
,
 p
.3
90
)
、
C
h
.A
N
.
 v
o
l
.
 

I
,

P
.
 28
6
 (
相

當

漢

繹

な

し
)
。
婆

詞
羅

課

及

び
不

室

謬

大

乗

密

嚴

経

巻

上
(
大

正

16
-
7
2
4
c

7
4
9
a
)
、
西

藏

課

(
北

京

影

印

版
2
7
・1
24
1
5
-7
-
1
25
-
2
)
。

9
 

八

十

華

嚴

コ
ニ
世

五
蔽

法

説

名

爲

世

間

彼

滅

非

世

間

如

是

但

假

名

」

(
大

正

1
0
1
10
1
c
)
、
北

京

影

印

版

2
5
・
1
3
5
-2
1
3
。

10
 

或

は
、

羅
什

依

用

本

に

は

a
-p
a
d
a

は
す

で

に
封

格

に
な

っ
て

い

た

の

か

も

知

れ

な

い
。

11
 

C
h
.
 LV
.
 4
8
.9

普

曜
経

(
大

正

3
1
4
9
0
a
)
;
 
31
5
.
 1
80
,
 2
0
同
 
(
同

5
1
8
cc
1
7
,
 
c
1

9
)
;
 
3
16
.1
4
同
 
(
同

5
1
9
a
)
。

12

た

だ
(
N
)
本

の

b
-p
a
d
a

の

「
こ

れ

は
世

間

に
於

て
…

…

」

を

「
こ

の

世

間

に
於

て
…

…

」

と
繹

し

て

い
る
鮎

が
異

つ

て

い

る
。

13

註

(
8
)
参

照
。
、

14
 

C
h
.
 Ed
gq
e
r
to
n
:
 B
B
S
G
3

5

2
8

15
 

荻

原

本

方

便

品

第

6
1
及

び

第

12
1
偶

並

び

に

そ

の
脚

註

参

照
。

16

大

正

3
4
-
24
7
a

17

日

本
大

藏

経

法

華

部

疏

三

百

九

十
頁

上

下
。
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